
コンピュータを利用した人間ドック

受診者に対する栄養•生活指導

川崎医療短期大学 医療秘因科 ＊栄養科 川崎医科大学 ＊＊公衆衛生学研究室

川崎学園 ＊＊＊コンピューターセンター

中島行 正 大森健三 難波三郎＊

佐 野 友 子＊＊ 谷口 和夫＊＊＊

（平成元年 8月28日受理）

Use of Computer in Diet and Lifecycle Guidance 

for Health Checkup Subjects 

Yukimasa NAKASI-IlMA, Kenzo OMORI, Saburo NANBA *, 

Tomoko SANO** and Kazuo TANIGUCI-Il*** 

Department of Medical Secretarial Sci切 ce,* Department of Nutrition 
Kawasaki College of Allied Health ProJession.s 

** Departme11t of Public Health, Kawasaki Medical School 
***C叩 puterCenter, Kawasaki Gaku砂， Inc.

Kurashiki, Okayama 701-01, Japan 

(Received on Aug. 28, 1989) 

Key words: 人間 ドソク ，コンピュータ ，栄養指導，生活指導

概要

81 

川崎医科大学附屈病院で行っている，人院人間ドック受診者を対象とした， コンピュータによる栄養 • 生活

指柑について報告した。

昭和63年度入院人1廿1ドソク731人の栄養索址等摂取鼠の平均値は，昭和55年度入院人間ド ・ノ・ク440人の値とほ

ぼ同じ値であ ったが，ピタミン Aの値のみは有意に高値であ った。

ヘルスメイク ・プログラム (Version3)につい て報告した。前l!!.l報告した Version2にくらべ，間食の表示

をはじめ多くの改善がされており，栄稜 • 生活指心に一］粁効果が得られると考えられる 。

入院人間ドソク30人の集計結果では，付1JI.1運動の不足と，蛋白 ・脂質 ・粕質 ・カルシウムなどの栄養索バラ

ンスが悪い例が多いことがわかった。

1.はじめに

高齢化社会を迎え，｝厚生省は，栄淡 ・運動及

び休養を 3本柱とした健康増進運動を推進して

おり＂ ，人間ドックの指導にも ，このような 内容

が心要と考えられる 。

川崎医科大学附属病院の人間ドックでは，昭

和52年に発足 して以来，栄養士により ，コンピ

ュータによる食生活調査が行われ，その結果に

基いて退院時指導を行っている。 その概要はす

でに発表したが叫その後栄養所要批の変更をし

ているので，その結果を報告する 。

又厚生省の推進する健康増進運動を支援する

ために作られたヘルスメイク ・プログラムについ

ても，すでに本誌に報告しているが3)，更に内容を

増強したヘルスメイク・プログラム (Version3) 

が発表されているので，その概要について紹介

する。

2.調査方法及び結果

1) 食生活調査

食生活調査の方法は さきに報告した通りで，

人間ドソク受診者に，平均的な 1日の献立を

書いて来院させ，来院時に栄養士が，食品名，
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数盤をチェノクし，食品コ ードを付けてコン

ピュ ータヘ入力している。次にコンピュ ータ

で食生活調査結果を作成するが，その際，第

三次改定日本人の栄養所要量4)にしたがって

所要量を 定め，過剰及び不足を印字するこ

とにした。使用したコンピュータは，富士通

の FACOMM-340で，食品マスターコードは，

四訂日本食品成分表5)にもとづいた2110であ

り，プログラムは川崎医科大学コンピュータ

ーセンター製作のものを使用した。

食生活調査結果は退院時に，医師又は栄養

士により説明されるが，内容は人間ドソク受

診者が見て直ちに理解できるものではない。

そこでわれわれは， 表 1のような，食生活調

査結果に概評と今後の留意点を加えた説明書

を作 り，人間ドソク成績と共に本人へ郵送し

表 1

ている。

(1) 栄養素量等摂取量の平均値及び分布

昭和63年度の入院人間ドック受診者731人

の栄養素等摂取量の平均値及び分布を表 2

に示した。

性別及び合計の摂取量平均値は，前回報

告した昭和55年度の平均値とほぼ同じであ

ったが，ビタミン A摂取量のみは，男 ・女・

合計ともに今回の方が有意に高値であった。

(2) 生活活動強度別，性別，年齢階層別，

身長別栄蓑摂取量区分

第三次改定， 日本人の栄養所要量にし た

がい，エネルギー，蛋白質，脂質，カルシ

ウム，ビタミン B1, B,の摂取量を，過剰，

適正，不足に分けて表 3に示した。なお，

鉄， ビタミン A, C, 食塩については 目標

食 生活 調 査結果

栄菱摂取旦

栄貸所要凸

► 概 評 ◄

エネルギー

たんばく竹

!9 竹

栖竹

ピタミン

ミネラル

塩分

その他

氏名山〇 雄 〇 郎 様

性別 男 年令 61 オ

1/［収年月日 198 9 年 7 月 1 0 8 

ほ菜 只出役只 身 l, 1 6 3 a 体紐 65 kg 

労nサ浪： I l:i'I<体貨 5 8.5 切 肥泣度 111 % 

エネルギー1たんばく'Ill" n I西 牧 1;；叶ふを1,` ：:; | !＄:硲 |'/',，}

゜600 I 10.0 I 20001 O.Bj 1.001 50 I 10 

山〇さんの人間ドック結果の主なものは、 ①変 形性駿閲節症、 0白内悶、

(l)!f閃宮でした ． こ の中でお食事に閲保あるものは、肝悶苔で、医晒から

近医 9こ柑咲するようにとの注意がありました ．

今回のおな事の栄共摂取塁をみます と、エネルギ -2100キ ロ カ ロ リ ー の

うち、アルコ＿ルによるものが約 300キロカロリー、 事 に よ る のは、

1800キロカロリーでした． そ の 他 、 たんばく 費・簡覧．笥貿 のパランス、

カルシウム ・鉄・どタミンも通口でー□食 塩は少しオーパーでした．

この中で問題になるものは、お酒であり、節洒が望まれます ．

●今 後の留意点 ◄

お食事そのものについては、パうンスよく食べられて い ますので、お酒の gを 肝 虞 に

影苓しない塁にされるとよいと思われます ． ピール大 1本のみ、あるいは、お 1'11合の

みとされ、,- CT Pの 値 を 時 々 検 査 し て いただければよいのではないでしょうか．

白内悶や変形性ほ閲第庄の治療もありますので、近くの医細のこ・指 導を受けられ、 Ill

比なこ生右をお訂りしま ―．

1989 年 1月 15 日

川綺医科大学附厖病院

栄ぷ士担当 ono令
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表 2

栄整統計表 /II幻医科大学附属病院 公来街生郎

年令 0 - 90 

性別 熱員 水分 狙白賀 ,i質 樋質カルシウム 女塩 鉄 ピタミンA ピタミン B1 ピタミンB2 ピタミンC
KCAL G G G G MG G HG I.U. MG MG MG 

拿拿拿拿事事拿拿竃事零事事峯＊ ＊ ＊ ＊ ＊亭＊事事＊拿拿事拿寓＊ ＊ 寓 富 事 拿 拿 拿 事 ＊ 寡 軍 事 事 事 事 事 掌 拿 事 ＊ ＊ ＊亭亭拿＊事寡事凜＊ ＊宣津彙寓事拿事事宣＊ ＊ ＊拿拿拿亭事事富寡凛嵩寡寡＊ ＊事拿軍＊零事＊ ＊ ＊峯澪＊事＊ ＊ ＊事拿

M= 619 

MEAN 2089. 1536.0 81.6 57.2 266.7 585. 12.0 10.8 3158. 0.96 1．し〇 118. 
S.D < t.54． l.68.1 2 2. 2 23.1 71. 1 261. '. 7 3. 5 6068. 0.38 0.59 81.) 

F= 112 

MEAN 1716. 1176.6 70.2 50.t. 235.7 573. 10.2 9. 6 3222. 0.87 1. 29 127. 
s.o C 393. 347.0 18.9 19.0 61.5 302. 3. 1 3.1 t.255. 0.33 0 50 88. ) 

T= 731 

MEAN 2030. 11.80. I. 79.8 56.2 261.8 583. 11.8 10.6 3168. 0.95 1. 38 119. 
S.D C 473. 471.2 22.1 22.6 71.1 268. 3. 7 3. S 5825. 0.37 0.58 82.) 

HABA 250.0 10.0 10.0 so.a 100.0 2.0 2.0 f.00.0 0. 2 0. 2 20.0 HABA 

゜
2 

゜ ゜゜
18 1 

゜
1 7 1 

゜
1し

゜
11 1 54 8 2 52 2 

2 55 20 68 18 40 91 79 17 94 3 
5 110 104 102 69 120 107 198 ム7 106 

16 33 1 9 2 222 129 152 188 95 184 87 101 
69 78 125 200 137 183 174 81 133 133 75 

7 108 1 37 109 113 95 19 3 104 56 49 151 64 
8 160 1 99 79 40 66 78 57 9 7 36 98 53 
， 162 1 37 し3 19 52 50 21 L1 16 79 52 ， 

10 108 81 22 ， 18 22 13 33 ， 47 20 10 
11 52 so 15 2 22 5 7 2, 12 29 17 11 
12 38 43 6 1 6 5 2 13 3 16 2 5 12 
13 ， 6 11 2 2 6 

゜
7 15 13 

14 5 5 5 

゜
， 2 5 16 1 9 

15 

゜
4 2 1 6 2 6 15 

16 1 1 2 

゜
6 3 16 

17 

゜
2 

゜
3 

゜
， 

゜
2 17 

18 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
18 

19 

゜ ゜ ゜
1 

゜
1 

゜
I 19 

20 

゜
3 

゜
1 

゜
39 

゜
12 20 

表 3 生活活動強度別，性別，年齢階層別，身長別栄養索等摂取量区分

エネルギー 蛋白質 脂質 カルシウム 鉄 VA  VB, VB2 vc 食塩

過剰 359 (49 1) 416 (56 9) 350 (47 9) 239 (32 7) 399 (54 6) 486 (66 5) 494 (67 6) 

適正 111(152) 167(228) 203(27 8 130(178) 103(141) 77  (10 5) 

不足 261(357) 148 (20 2) 178(244) 362 (49 5) 343 (46 9) 355 (48 6) 229(31 3) 168C230) 114(15 6) 

注 1) 昭和 63年度入院人間ドック 731人を対象とした。

値のみ示されているので，鉄，ビタミン A,

Cについては不足を，食塩については過剰

のみをあげた。

適正範囲にあ ったものは，エネルギ ー

(15.2% ），蛋白質 (22.8%)，脂質 (27.8

％） ，カルシウム (17.8%）， ビタミン B1

(14.1%), B, (10.5%）であっ た。

2) ヘルスメイク・プログラム (Version 3) 

ヘルスメイク・プログラム (Ver. 2) につ

いてはすでに報告したが3)，本年 3月にヘルス

メイク ・プログラム (Ver. 3) を入手し た。

Ver. 3 は Ver. 2 にくらべ，①肥満度判定，

②食事内容明細表，③蛋白質 ・脂肪 ・炭水化

2)数字は人数を、（ ）内は％を示す。

物バランス， ④ 間食の皇，⑤摂取消骰エネル

ギー偏差，などが増強されており，又総合判

定の項目に，食品数，間食の獄，摂取消骰エ

ネルギー偏差， PFCバランスの 4項目が加わ

り，従来の21項目から 25項目となり ，各項目

が4点満点で示されている 。

以下コンピュータの主な面画を示して説明

する 。

(1) 基礎データ表

氏名，性，年齢，生活活動強度，身長，

体重を入力すると所要エネルギーと体重の

評価が示される。

(2) 栄餐素バランス
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表4
9・ヘルスメイ9星辺データ表・・ ．．乞月日 89.05. lS 

氏名 年令カルテ No " 所 口註●●
.．．．．--------—•• →.．．．．--.．．--• ・ • -----------------------.．．．..．----------------
n本 59 オ CBふ’3l n北町

..コード E9 活I”̀・ • & ,.  .at9● 紀温•
..---------------------------------------------------．....... -----------------

男 ，：99 193. o c• 9 1. 0 k9 59. 5 ko 2. 6 9 
------------------------------------------------------------------------------

あなたのエネルギー所●●99 9994 kc•l てす． あなたの休●99●通です．

表5
栄費=パランス "19 99.o5. 15 

氏 t a引 ~- ..  "● 慢上仏重 •9で｀直 紀ス虞
・ • ・ • ・ • ----------------------------------．．．．... ・ ・ • • ・ • ------------．．．．..... 

昂 59 l93. Oc● 69. 0ko 99. 5k• Ilt • 2. 99 

● 事 工ユルギ● B石 I9 a 日ヽ ●な 賃 • K ヒ 9 ミン
C• Fe k A B9 B2 c 

• a k,．l g o o g mo •o oo IU m, ．s no 

n 2 9S1 23. i i6. 3 76 2. 2 3しI 2.9 1008 830 0.26 0.'9 ts 
午＂日 9 39• 1.6 1.2 10 0.o 1 1 0.2 299 9 0.oo o.02 0 

・------------------------------------------------------------------------→ヽ---.． 684 39.9 93.9 78 3.6 989 3.o l290 393 0. 26 0. ？9 6，. 
午＆o● 19 0.8 0.6 5 0.0 9 0. 9 129 3 0.oo o.o1 0 
・-----------------------------------------------------------------------------,． 597 20. 6 i 7. 6 69 3. 9 79 9. 6 669 1 0. Id o. 31 9 咬. 118 5.8,., 9 0.7 200 0.2 JOO 220 0.06 0.30 O 

● 事 It 1 921 79. 6 5?. 0 223 9. 7 676 l i. 9 2997 126a o. 96 1. 79 9? 
0.  It 173,.,,., 2'0.2 216 o., 683 228 0.06 0.33 0 

I9 S t1 1999 86. 7 65.9 207 9.9 992 1 1 9 3690 1992 0.72 2.o6 97 

9h 塁 贔 1 99• 70. 0 91. 0 3 1 9 10. o 600 10. 0 3000 2000 0. 90 1. 10 .50 

U 不足 016. 7 19. 7 -67 -0. 1 292 1.9 690 -909 -0.09 0.96 3? 

（い・unCItエ）
•e ; t

綱

"• 
ー

lX9E U:9口
''"" u,,u 

』2)ヒエヽ 09--- 9 609 399 - 9 679: 

(9m)がS 709 - 9 30,. 799- 9 2い~

(PFCエネルギーバランス）
P （蛋臼は）F ua云） C （豪ネ化U)

遁utじエ 139 629 

●It .. 0 20 ●0 60 80 100 120 1●0'" 180 200 220 2●0 290 280 3009 

！日：：； 3:量二
0,,.. . は=• . "アルコール

栄l1パランス・レーダ＿チャート

栄焚云パランスグラフ
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食事と間食に分けて，朝・昼・タの，エ

ネルギー，蛋白質，脂質，糖質，食塩，カ

ルシウム，鉄，カリウム，ビタミン A,B1, 

恥 Cの摂取凪を示し ，総合計と所要量及

び過不足を示している。

更に下段には，蛋臼質，｝j旨質の動植物

性比率と，蛋白質(P)，脂質(F)，炭水化

物（C)のエネルギーバランスを示している。

(3) 栄養素バランスグラフ

栄養素の過不足を棒グラフで示したもの

で， 0の部分が食事を ●の部分が間食を示

しており，斜線の入 っている領域が適正範

囲である。なお，エネルギー中のアルコー

ルは④で表現している。棒グラフの左側の

数字は，基準犀に対する摂取合計％と間食

の％を示した。

(4) 栄養バランス ・レー ダーチャート

円グラフで， 一日の栄養素バランスが示

される 。左上が一日のトータルを，下の 3

つの図が朝 ・昼 ・タの栄養素摂取状況を，

必要量に対する％で示している。外側の線

は間食によるものを示している。

右上に，朝 ・昼 ・タのエネルギーバラン

スを，食事と問食に分けて示した。又摂取

醤と 所要量を kcalと1点 80kca]の点数で‘

図 2

表6

活動時間表

店本 89. 05. 15 
0桔 199 295 39奇 493 593 6時

| ; ： t• I 
699 799 8月 91寺 101; 11峙 129f

| ：屑：I：I[| ： l:，l : I :I : | 
I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

121;¥ 131奇，141存 15峙 169月 171奇 1893

I : I : I [ | ： 11 :I:I:I:I 
11 12 13 14 15 16 17 18 

181奇 191,¥ 20時 219寺 22峙 23時 24峙

I : I : I t | E I : lI :| 
1 9 20 21 22 23 24 25 

も示してある。

(5) 活動時間表

1日を0時から24時ま で，活動項目一覧

表にしたがって， 5分単位で入力する 。

入力が終ると活動時間表が表示される。

活動時間表は 6時間ごとの活動内容が横棒

グラフとして表現されており，上部に時刻

が，下部には活動 Noが表示される 。

(6) エネルギー摂取・消費バランスチャート

横軸に時刻を，縦軸にエネルギーの過不
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足を取って， 1日の時々刻々のエネルギー

のバランス状態をグラフ化したものである。

黒いバーは間食のエネルギーを示したもの

である 。

(7) 総合判定表

総合判定は次の25項目について 4点満点

で表示される。合計点は100点で，80点以上

が合格，79点～60点が要注意，60点未満が

早急に生活改善が必要と 判断 される。

各項目では 4点が合格， 3点， 2点が要

注意， 1点， 0点は要改善と 判断される。

(8) アドバイス

総合判定の25項目にはそれぞれアドバイ

スが準備されており ，ここには蛋白質と脂

質のアドバイスを示した。

脂質のアドバイスをみると，この例の動

物性脂質比率は79％で適正比率33％にく ら

べて高過ぎる。又 1日の脂質摂取凪も 14.7g

過剰とし，これが続くと，コレステロール

の増加，肥満 ・成人病の誘因となることを

教え ，食品中の脂質の含批を示して，自分

で注意するようにしむけている。
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(9) 一覧表アウトプット

ヘルスメイク ・プログラム (Ver.3) に

は 6種類の一覧表をアウトプ ットできる機

能があるが叫今回は，男， 33歳～69歳まで

の30人について，総合判定得点ー腐表を観

察した。 1点と 0点の比率の多い順にあげる

と，運動消骰エネルギー (83.3%)，脂質バ

ランス (53.3%)，糖質バランス (50%),

カルシウムバランス (43.3%），蛋白質バラ

(43.4%）であった。ンス

表 8 アドパイス

3.考 察

コンピュータを使用した栄養 • 生活指祁につ

いては，すでに多くの研究が発表されている

6.7,8) 

わ゚れわれも人間ドックの食生活調査にコンピ

ュータを用いており，その詳細についてはすで

に発表した 2)。昭和55年度の栄養素批等摂取凪平

均値と昭和63年度を比較したところ ，ほぼ同じ

結果であ ったが， ビタミン Aのみは有意に昭和

63年度の方が高値で，今後興味ある成柏として

追跡したい。

第三次改定， 日本人の栄養所要址を昭和63年

度の栄養索等摂取醤にあてはめてみると，適正

範囲が意外と少なく ，大部分が過剰か又は不足

であ った。 このことから ，指導に際しては，軽

度，中等度，高度の過剰又は不足というような

区分を考える必要があった。

食生活調査結果の説明資料の作成については，
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医師 ・保健婦 ・栄蓑士が担当しているが，その

人の生活背景を考えたアドバイスが必要で，栄

養カンファレンスなど開いて栄養士のレベルア

ップに努力している 。

ヘルスメイク ・プログラムは，現在のところ，

栄養 •生活指導に最も適したプログラムと考え

られ，Ver.3は Ver.2にくらべ，間食の表示，

食品数の表示など多くの追加がされており，カ

ラー表示が明る＜，楽しいブログラムにな って

いる。人間ドック30人の総合判定では，付加運

動不足と，蛋白質，脂質，糖質，カルシウムバ

ランスが悪く ，これらの指導の必要性を感じさ

せられた。

しかしながら，人間ドックに栄養診断，運動

指導及び生活指導を導入するためには， ドック

の項目にあげて料金を設定することと，栄養士

や運動指導士が参加することが必要である 。

ヘルスメイク・プログラムとしては，将来改良

を加え，人間ド ック受診者が自分でコンピュ ー

タの画面と対話しながら，栄養 ・運動・ 生活の

アドバイスが得られるようになることを期待し

たい。

4.まとめ

昭和63年度の当院入院人間ドックのコンピュ

ータによる食生活調査について述べた。栄養素

量等摂取塁平均値は，昭和55年度のそれとほぼ

同様であ ったが，ビタミン Aのみは高値であっ

た。

ヘルスメイク ・プログラム (Ver.3)につい

て報告した。Ver.2にくらべ，間食や食品数が

示され，栄養 • 生活指導により効果的であると

考えられる 。

この論文の一部は，第30回日本人間ドック学

会で報告した。
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